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「地域の力を子どもたちへ」
～自らできることを、できる時に、できるところから～

愛知県大治町
●活動名 ●関係する学校名

大治町学校支援地域本部
大治町立大治中学校　大治町立大治小学校
大治町立大治南小学校　大治町立大治西小学校

のべ
学級数

88 学級
のべ
児童・
生徒数

活動区分
学校支援活動 ー ー

地域未来塾 ー

4
協働活動
開始年度

平成 26 年度
関係

学校数
3079

有
令和3年4月1日設置予定 135人

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

配置人数

－ 1人

学校運営協議会
指定・設置日 ボランティ

アの数

延べ登録人数 企業・ＮＰＯ
等との連携

校

①学校ごとでなく、公民館に学校支援地域本部を置くことで、町全体から多種多様な人材が確保でき、多様な支援活動を展開でき
ている。
②教育ＯＢをコーディネーター、地域住民をコーディネーター補助にすることで、学校と地域の連携がより緊密となっている。
③教育委員会の協力のもと、コーディネーターが活動しやすい環境（電話・メール配信・ＦＡＸなどの連絡手段）が整備され、学校の
多様な要請に応えることができている。

参考URL haru-vol@town.oharu.lg.jp

●連絡先 大治町教育委員会　社会教育課 052-443-2671
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 それぞれの学校で実施されていた支援活動を組織的なものとし、より効果的な学校支援活動とするため、平成２６年４月に学校
支援地域本部を設置した。ボランティア募集をしたところ、H17年度より実施しているONBの会による登下校の見守り活動が定着し
ていたこともあり、当初より多くの方に参加していただけた。今では、「家庭・学校・地域が一体となった子育て」を合言葉に様々な
支援活動を展開している。コーディネーターが学校と地域をつなぎ、小学校での家庭科や書写などの実習授業補助、中学校での
救急救命学習などの講師や授業後の補充学習および地域未来塾として、毎月２回の学習支援など子どもたちの学力向上に向け
支援活動を行っている。また、近年増加しつつある外国人の子どもたちの日本語指導補助でもボランティアの存在は大きい。昨年
からは、栽培活動支援もJAの協力もあり始まっている。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】
①子供個々に寄り添う支援
・小学校での家庭科や書写などの実習授業での子供個々への支援
・校外学習の引率補助など子供個々の安全面に対する支援
・中学校での補充学習(１・２年対象の数学）や月２回の学習会(中学３年対象）による学習支援
・外国の子供たちへの日本語指導支援
②学校行事での支援
・運動会・学習発表会の駐輪場整理
・ＰＴＡ総会や学級懇談会の子供預かり
・中学校の保健指導での救急救命学習での実習指導
・総合学習での茶の湯体験学習での指導
【実施に当たっての工夫】

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

・　子供と共に活動することがボランティアの喜びであり、やりがいになっている。
・　学校での支援活動を通じて、学校への理解が深まり、学校も地域に開かれてきた。
・　子供は地域の人と活動をする中で、色々な人とコミュニケーションを持つ機会が増え、地域への愛着が育まれつつある。
・　学校を起点とし、地域の人たちの繋がりができ、地域の子供たちのために学校支援地域本部以外の団体や企業とも協力して何が
できるか考える機運が芽生えつつある。

● その他

・　地域ボランティアによる授業補助や地域団体による講習の実施。
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こんな

活動です


